
会 場 日本青年館5階501会議室 (〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町7-1)

プログラム

減災に向けた
施設内教育・訓練セミナー

第11回

■参加のおすすめ
災害発生時に最も機能しなければならないのは被災地域内の医療施設であり，医療従事者が落ち着いて冷静に状

況を判断し，速やかに行動しなければならないことは言うまでもありません。そのためには平時から，組織として

減災に向けての知識・技術・対応能力向上のために，継続的に災害教育研修・訓練を実施し，災害に備えておかな

ければなりません。しかしながら実際には，｢施設内でどのように研修・訓練を行ったらよいかわからない｣ という

声が多く聞かれます。皆様からのこのようなご要望にお応えして，本セミナーは，災害時の医療において不可欠な

減災に向けて，あらゆる災害を想定しての教育・訓練を目的として企画いたしました。

2011年には，これまで安全だと言われてきた ｢福島の原子力発電所事故という“まさか”の事故｣ が発生しまし

た。県民の安全やその危険性，身体への影響などについて，十分に説明はなされたのでしょうか。その検査を福島

県立医科大学の放射線医学県民健康管理センターが進めています。第11回目の午前には，県民に寄り添い，その調

査に関わってこられた松井先生にお話いただきます。

午後からは，私たちの生活に切り離せない，トイレ(排泄)の問題について，永井先生，加藤先生にお話いただき

ます。災害発生に伴いライフラインの途絶えた後，如何にきれいなトイレを整備していけるかは，災害看護の点か

ら特に重要です。トイレが汚染されて使用が困難になると，被災者は飲食物を控えるので，体調不良，慢性疾患の

増悪，インフルエンザ等の感染症の蔓延など様々な問題が生じてきます。法律を使ってどのように使いやすいトイ

レを実現できるか，衛生面に配慮したトイレ対策はどうすべきか，などなど，その取り組みや対処法を学んでいた

だければと思います。それぞれのお時間の中には，情報交換できるような質疑応答の時間も盛り込みました。ぜひ

所属施設に持ち帰り，災害発生時の対応や優先度決定時に役立ててほしいと思います。習得した知識・技術は必ず

いざというときに多くの場で役立つことと思います。

本セミナーで皆様とお会いできますことを楽しみに，ご参加をお待ちしております。

プランナー／山﨑達枝 (東京医科大学医学部看護学科，NPO法人災害看護支援機構)

9:55～10:00 開講式

10:00～12:00 講義：原発事故後2年目(2013年)から現在に至る
(途中休憩あり) 県立医大と住民のコミュニケーションと課題

●松井 史郎氏 (福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター特命教授)

12:00～ 1:00 昼食

1:00～ 3:00 講義：法律からみた避難所のトイレ
(途中休憩あり) ―人間の尊厳は守られているか

●永井 幸寿氏 (アンサー法律事務所所長・弁護士)

3:10～ 4:20 講義：災害時のトイレ対策と衛生面に配慮したトイレ掃除
●加藤 篤 氏 (NPO法人日本トイレ研究所代表)

4:20～ 4:30 閉講式・アンケート記載
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会場ご案内

お申込要領

●みずほ銀行市ヶ谷支店

普通預金 口座No.1529413 株式会社 荘道社

●三菱東京UFJ銀行麹町支店

普通預金 口座No.3868896 株式会社 荘道社

株式会社 荘道社
そ う ど う し や

( 03-3222-5315 FAX 03-3222-1577

〒102-0072

東京都千代田区飯田橋1-7-10山京ビル本館10F

取引
銀行

申込先

●勤務先名 (

●勤務先住所

〒

受付No. 参加者氏名 所属・役職 職 種

1．看護職 2．その他 ( )

1．看護職 2．その他 ( )

1．看護職 2．その他 ( )

1．看護職 2．その他 ( )

1．看護職 2．その他 ( )

●参加人数 名 ●支払額 円 ●支払方法 1．現金送金 2．銀行振込 ( 銀行 支店へ)

該当項目に○印をつけ，ご利用の銀行名をご記入ください。

7月 セミナー
申込書

※個人情報は，小社からのお知らせ・連絡事項の目的以外には使用いたしません。

※次回案内状，希望送付先 (すでに希望送付先へ案内状が送付されてくる方は不要です)

〒

上記の通り
申込みます

＊参考図書：『災害時のヘルスプロモーション 2』(奥寺 敬，山﨑達枝 監修：荘道社発行) は，あらゆる災害を想定しての構成になって

いますので，減災に向けた施設内研修で役立つ内容です。ぜひご一読ください。本書は，当日，会場でも割引価格で販売いたします。

東京：日本青年館5F501会議室
〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町7-1

((03) 3401-0101 (代)

●JR： 中央・総武線

信濃町駅，千駄ヶ谷駅より徒歩9分

●東京メトロ：銀座線

外苑前駅3番出口より徒歩7分

都営大江戸線

国立競技場駅 A2出口より徒歩2分

会場

交通

1 名 11,000円 (消費税，資料代，昼食代を含みます)

定員 100名

申込書にご記入のうえ，参加費を添えてお申し込みくださ

い。折り返し受講証をお送りいたします。

参加費は現金送付または銀行振り込みをご利用ください。

※お申込は電話でも受け付けますが，その際も必ず申込書をご郵

送または FAXにてお送りください。

※ご都合でセミナー参加をお取り消しになる場合は必ず 7月15日

(火)までにご連絡ください。それ以後のお取り消しはいたしか

ねますので，その場合は代理の方がご出席くださいますようお

願いいたします。

参加費

申込
方法


